
政
令
第
四
百
七
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
第
十
二
条
第
二
項
の
項
中
「
助
産
所
所
在
地
」
を
「
助
産
所
の
所
在
地
」
に
改
め
、
同
表
第
十
八
条
た
だ
し

書
の
項
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
五
の
表
第
三
条
の
二
の
項
中
「
第
三
条
の
二
」
を
「
第
三
条
の
三
」
に
改
め
る
。



第
五
条
の
二
第
二
項
中
「
規
定
す
る
標
準
」
を
「
規
定
す
る
基
準
」
に
、
「
算
定
標
準
」
を
「
算
定
基
準
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
五
条
の
四
第
二
項
中
「
算
定
標
準
」
を
「
算
定
基
準
」
に
改
め
る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
号
中
「
第
三
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
第

二
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
」
を
「
第
三
十
五

条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
食
品
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第

二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
都
道
府
県
等
が
設
置
す
る
食
品
衛
生
検
査
施
設
の
設
備
及
び
職
員

の
配
置
に
つ
い
て
、
条
例
で
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
八
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

都
道
府
県
等
が
前
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も

の
と
す
る
。

一

食
品
衛
生
検
査
施
設
の
設
備

二

食
品
衛
生
検
査
施
設
に
配
置
す
る
職
員

（
理
容
師
法
施
行
令
及
び
美
容
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、

市
又
は
特
別
区
）
」
を
加
え
る
。

一

理
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）
第
四
条
第
三
号

二

美
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
七
号
）
第
四
条
第
三
号



（
旅
館
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
か
ぎ
」
を
「
鍵
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
さ
え
ぎ
る
」
を
「
遮
る
」
に
改
め
、
同
項

第
十
一
号
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
市
又
は
特
別
区
。
以
下
同
じ

。
）
」
を
加
え
る
。

（
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
薬
事
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
取
扱
処
方
箋
数
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
総
取
扱
処
方
せ
ん
数
（
」
を
「
総
取
扱
処
方

箋
数
（
」
に
、
「
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
」
を
「
耳
鼻
咽
喉
科
」
に
、
「
処
方
せ
ん
の
」
を
「
処
方
箋
の
」
に
改
め
、
「
都
道
府

県
知
事
」
の
下
に
「
（
そ
の
所
在
地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る



市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」

を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
総
取
扱
処
方
せ
ん
数
」
を
「
総
取
扱
処
方
箋
数
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
「
都
道
府
県
知

事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区

域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の

許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と

あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
そ
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す



る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
八
十
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の

許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
中
「
住
所

地
（
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
と
す
る
。
次
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
都
道
府

県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
総
括
製
造
販
売
責
任
者
（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総

括
製
造
販
売
責
任
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
そ
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
項

中
「
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
と
す
る
。

第
六
条
第
五
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
そ
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
八
十
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の



許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び

第
四
項
中
「
住
所
地
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
総
括
製
造
販
売
責
任
者
が
そ
の

業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
項
中
「
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
」
と

あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
受
け
た
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売

を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
市

長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の

許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
住
所
地
の
都
道

府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
許
可
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に



「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す

る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え

、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の

許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と

あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
第
一
号
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し

く
は
特
別
区
の
区
長
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、

「
他
の
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売



医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は

区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
業
の
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る

の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
十
二
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
「
都
道
府
県
知
事
を
」
を
「
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
」
に
、
「

「
都
道
府
県
知
事
」
」
を
「
「
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
所
在
地
が
保

健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

５

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
業
の
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
中
「
都
道
府
県



知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
項
中
「
実
費
を
勘
案
し
て
別
に
政
令

で
定
め
る
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

」
と
す
る
。

第
十
三
条
第
五
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
「
都
道
府
県
知
事
を
」
を
「
製
造
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を
」
に
、
「

「
都
道
府
県
知
事
」
」
を
「
「
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
所
在
地
が
保

健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

６

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
業
の
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
及
び
第
四

項
中
「
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
項
中
「
実
費
を
勘

案
し
て
別
に
政
令
で
定
め
る
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
で
定
め
る



と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
受
け
た
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局

の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
市
長
又
は
区
長

）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
業
の
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
製
造
所
の
所
在
地
の

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
許
可
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所

在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次



の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
医
薬
品
等
の
製
造
業
の
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る

の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下

に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を

す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加

え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
十
条
第
二
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
の
承
認
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道

府
県
知
事
」
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
四
項
中
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所



在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
、
「
所
在
地
の
都

道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
そ
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長

又
は
区
長
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
中
「
店
舗
販
売
業
」
を
「
薬
局
又
は
店
舗
販
売
業
」
に
、
「
そ
の
店
舗
」
を
「
そ
の
薬
局
又
は
店
舗
」
に
、

「
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市

」
と
い
う
。
）
」
を
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
医
薬
品
」
を
「
薬
局
又
は
医
薬
品
」
に
、
「
店
舗
」
を
「
薬
局
又
は
店
舗
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
第
二
号
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
し
、
又
は
薬
局
製
造
販
売

医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は

区
長
）
」
を
加
え
る
。

第
八
十
条
の
見
出
し
を
「
（
都
道
府
県
等
が
処
理
す
る
事
務
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
し
、
又
は
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設



置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び
第
二
項

」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
「
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長

又
は
特
別
区
の
区
長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
都
道
府
県
知
事
に
」
を

「
都
道
府
県
知
事
等
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
法
の
規
定
中
同
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣

に
関
す
る
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規
定
と
し
て
都
道
府
県
知
事
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
一
条
中
「
第
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
「
第
五
条
第
二
項
及
び
同
条
第
四
項
」
を
「
第

五
条
第
二
項
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
「
同
条
第
五
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
、
「
第
七

条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
「
第
八
条
第
二
項
」
及

び
「
第
十
一
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
「
第
十
二
条
第
二
項
及
び
同
条
第
四
項
」
を
「
第
十
二
条
第

二
項
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
、
「
第
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同

条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
「
第
十
五
条
第
二
項
」
及
び
「
第
十
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
、
「

地
方
自
治
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



２

第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
同
条
第
二
項
、
第
六
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
第
二
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
第
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、

第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

第
八
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
動
物
用
医
薬
品
等
）

第
八
十
三
条

医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
で
あ
つ
て
、
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
こ
の
政
令
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
、
「
厚
生
労
働
省
令



」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
省
令
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在

地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
あ
り
、
「
都
道
府

県
知
事
（
そ
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」

と
あ
り
、
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別

区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
あ
り
、
及
び
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品

の
製
造
販
売
を
し
、
又
は
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の

区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
二
条
中
「
都
道
府
県
知

事
（
そ
の
所
在
地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保

健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
あ
り
、
第

四
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る

市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
と
あ
り
、
及
び
第
七
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
を
す
る
薬
局
の

所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受
け
た
市
長
又
は
区
長



）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
九
条
第
三
項
第
一
号
中
「
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設

置
す
る
市
の
市
長
若
し
く
は
特
別
区
の
区
長
が
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は

同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
項
」
と
、
「
他
の
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
若
し
く
は

特
別
区
の
区
長
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
十
一
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売

医
薬
品
を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又

は
区
長
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
り
、
第
十
四
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品

を
製
造
す
る
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
を
受

け
た
市
長
又
は
区
長
）
」
と
あ
り
、
及
び
第
四
十
四
条
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
又
は
店
舗
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
薬
局
又
は
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長

。
次
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
四
十
八
条
中
「
及
び
第

三
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
」
と
、
第
八
十
条
第
四

項
中
「
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
知

事
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
り
、
及
び
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と



す
る
。

（
母
子
保
健
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

母
子
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
国
又
は
都
道
府
県
の
費
用
の
負
担
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
一
条
の
三
」
を
「
第
二
十

一
条
の
二
又
は
第
二
十
一
条
の
三
」
に
、
「
国
」
を
「
都
道
府
県
又
は
国
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。
）
の
設
置
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
二
条
の
三

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
援
助
の
委
託
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
三
十
の
三
第
一
項
中
「
及
び
同
法
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「

知
的
障
害
者
福
祉
司
」
と
い
う
。
）
の
設
置
」
の
下
に
「
及
び
同
法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
援
助
の
委

託
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
四
第
一
項
中
「
身
体
障
害
者
福
祉
司
の
設
置
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の



規
定
に
よ
る
相
談
援
助
の
委
託
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
八
第
一
項
中
「
及
び
同
法
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
知
的
障
害
者
福
祉
司
の
設
置
」
の
下
に
「
及
び
同
法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
援
助
の
委
託
」
を
加
え

る
。

第
十
一
条

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令

一

第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

第
十
一
号
）

条
第
一
項
、
第
五
条
第
二
項
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
四

項
並
び
に
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
七
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
及

び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、
第
八
条

第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項



、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
一
項
（
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
十
二
条
第
二
項
並
び
に
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並

び
に
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

条
第
二
項
及
び
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
四
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
及

び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第

一
項
（
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
九

条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一



項
、
第
二
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第

一
項
（
第
七
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項

（
第
七
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三

十
五
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
、

第
七
十
三
条
、
第
七
十
四
条
第
一
項
並
び
に
第
八
十
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

二

第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
、

第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
、
第

六
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項
及
び
第

四
項
、
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一



項
、
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項

、
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項

、
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項

、
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
二
項

及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

同
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

事
務

（
登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
五
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
別
表
第
一
第
七
十
七
号

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

（一）

第
十
二
条
第
一
項
（
製
造
販
売
業
の
許
可
）
又
は
同
法
第
八
十
三
条
第
一
項
（
動
物
用
医
薬
品
等
）
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
で
、
薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
八
十
条
第

一
項
（
都
道
府
県
等
が
処
理
す
る
事
務
）
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
等
（
次
項
に
お
い
て

「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
る
事
務
（
同
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は

同
令
第
八
十
三
条
（
動
物
用
医
薬
品
等
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
令
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
若
し
く

は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
る
事
務
（
同
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
項
第
一
号

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
各
号
中
「
第
八
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
等

が
行
う
こ
と
と
さ
れ
る
事
務
（
同
項
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
条
第
二
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
第
二
号
又

は
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二

条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
食
品
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

食
品
衛
生
法
施
行
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
（
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
特
別
区
の
条
例
が

制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
令
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
都
道
府
県
、

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

（
理
容
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

理
容
師
法
施
行
令
第
四
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
場
合
は



、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
場
合
と
み
な
す
。

（
美
容
師
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

美
容
師
法
施
行
令
第
四
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
場
合
は

、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
場
合
と
み
な
す
。

（
旅
館
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

旅
館
業
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
旅
館
業
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
十
一
号
の
規
定
に
基

づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特

別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
が

同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

２

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条
第
二
項



第
十
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

３

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条
第
三
項

第
七
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

４

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
新
旅
館
業
法
施
行
令
第
一
条
第
四
項

第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
保
健
所
を

設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
属
す
る
都
道
府
県
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
が
同
号
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
基
準
と
み
な
す
。

（
薬
事
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
薬
事
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
薬
事
法



施
行
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行
為

」
と
い
う
。
）
又
は
第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
薬
事
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ
の

他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
同
日
以
後
に
お
け
る
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
薬
事
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
薬
事
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
薬
事
法
施
行
令

の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

２

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
薬
事
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
対
し
報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
同
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
新
薬
事

法
施
行
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
対
し
て
報
告
そ
の
他
の
手
続
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
薬
事
法
施
行
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。


